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　日頃のご支援に感謝申し上げます。
　先日の大雨で被害の大きかった北茨城市において、
床上浸水したお宅の畳上げや家財道具の搬出など災
害ボランティアとしての活動を行いました。
　こうした河川の氾濫による水害では、同じ自治体
のなかでも、被害のあった地域と被害を免れた地域
とでコミュニティが分断される傾向にあります。
　「困ったときはお互いさま」
　被災地域の復旧そして生活再建には、まち全体の
支えが必要です。

越智辰哉越智辰哉

N E W S ～　東海村行政の身近なニュースをお伝えします　～

線状降水帯による大雨
　去る９月８日、台風13号により発生した雨雲が
県北地域にかかり、東海村にも「記録的短時間大雨
情報」が発表され、線状降水帯による大雨となりま
した。
　この大雨の影響により、日立市など県北３市では
住宅の浸水が1,500棟にのぼり、各地で土砂崩れに
よる通行止めが発生するなど、生活に大きな支障が
出ました。
　東海村では、１時間あたり最大71mmの降水量を
観測し、村内の多くの地点で道路が冠水。住宅の被
害としては、床上浸水３件、床下浸水６件でした。
　村内における各排水路の計画雨量は最大50mmを
想定しており、これを超える雨量の際には冠水する
ことは必然的。よって、排水機能を確保するために
も、排水溝などの日常的な管理が必須であり、地域
住民や事業者との協働により適切な雨水排水機能を
確保する仕組みの構築が急務です。

公式ホームページ

おち辰哉

T O P I C S ～　「おち辰哉」の活動内容をご紹介　～
　　 活動速報はホームページをご覧ください。

アイダホからの学生訪問団受入れ（7/28～8/8）▶
　４年ぶりに再開されたアイダホフォールズ
市との相互交流において、学生訪問団10名が
東海村を訪れました。
　移動初日から、飛行機トラブルにより東海
村への到着が24時間遅れるなど波乱のスター
トでしたが、概ね予定どおり進行。私自身も
村長への表敬訪問や白方コミセンでのカレー
作りなど限定的な関わりでしたが、子どもた
ちとコミュニケーションを図ることができま
した。
　次なる交流は、9/29から8日間の日程で東
海村から一般訪問団（10名）がアイダホを訪問
します。

　8月に入った頃、中学時代のバレーボール部の恩師から1本の電話が入った。全日本中学校バレーボー
ル選手権大会が故郷の愛媛県で8/20から開催されるとのこと。さらに、開催地枠であるものの母校
の後輩たちが、私たちの代である1987年以来、実に36年ぶりに全国大会に出場するとの知らせであっ
た。元気そうな恩師の声と郷里の後輩たちの活躍とで二重の喜び。
　結果は、残念ながら予選で敗退したようだが、全国大会という晴れ舞台で躍動した後輩たちの将来に、
心からエールを送りたい。

編集後記

V O I C E ～ リレーで綴る村民の声 ～

　舟石川３区の自治会には、インフォーマル組織
である「ちょこっと隊」があります。
　高齢者宅の草刈りや庭木の枝刈り、蛍光灯の交
換、あるいは病院や買い物への送り迎え、さらに
は地域内の道路の草取りや泥の撤去など。リーダー
の高野久行さんを中心に広くボランティア活動を
行い、地域住民から感謝されている素晴らしい組
織です。
　最近思うことは、行政に旗振り役となって頂き、
私たちの活動範囲を他の地域へと広げていけない
ものかということ。既存の業務だけでなく、予算
の付かない行政の隙間を補う活動が、より広がる
ことを願っています。

佐藤　房明さん（舟石川駅東在住）

▲NHKホームページより引用

▲村内の多くの箇所で冠水



ー2ー ー3ー

須和間幼稚園を須和間幼稚園を
緊急保育室として活用緊急保育室として活用

　令和5年9月定例会を9月1日から26日ま
での会期で開きました。
　今議会では、須和間幼稚園を緊急保育室
として活用するための補正予算など27件の
議案が提案されましたが、慎重審議の結果、
すべて原案のとおり可決しました。

Q.　県から示された避難所面積の変更にとも
なう新たな避難所確保の状況はどうか。

Q.　現状の計画案は１人あたりの面積が2m2

という条件では、すでに公表に値する内容と
なっている。東海村の広域避難計画案につい
て、その公表時期を具体的に示すべきでは。

A.　避難所の確保については、県南の避難先
３市から情報を得ており、これまでに確保で
きた避難所は現時点で95ヶ所となっている。
また民間施設についても避難所として活用で
きる可能性の示唆を受けており、また茨城県
において、国の関連施設の活用に向けた調整
を始めたところであり、さらなる避難所の確
保が見込まれる状況である。

避難計画の公表時期を具体的に示すべき避難計画の公表時期を具体的に示すべき
➡ 年内をひとつの目標として進めていく

【一般質問】
気になる話題 一般質問における議員と村執行部とのやり取りに

おいて、特筆すべき話題について取り上げます。

【新政とうかい・飛田静幸議員】

　茨城県の今年度の新規事業として、住宅侵入窃
盗などが多発する地域に対して街頭防犯カメラを
設置し、防犯対策強化を推進する事業が展開され
ています。
　この事業において、東海村では豊白、百塚およ
び舟石川３区が県のモデル地区に指定されたこと
を受け、これらの地域に合計５台のカメラを設置
することとなりました。
　当該自治会の住民と警察との協働により、犯罪
抑止につながることを期待します。

茨城県警
防犯対策  3地区に防犯カメラ５台を設置

東海第二
原子力発電所 再稼働を求める請願を採択

A.　本村には発電用原子炉だけでなく、試験
研究炉や再処理施設が立地しており、住民に
対し発災施設ごとの初動の違いを明確に示す
ことが肝要であると考えている。住民からも
早く初動について周知してほしいとの声があ
ることを踏まえ、私（村長）としては、年内を
ひとつの目標として進めていきたい。

　議会に設置している原子力問題調査特別委員会は、9月に開催
した委員会において、東海第二発電所の早期再稼働を求める請
願２件について賛成多数で採択しました。
　これらの請願は、2021年に議会に提出されて以降、東海第二
の安全対策工事を視察したほか、国の原子力政策や村の広域避
難計画の策定状況について、専門家や担当者らの意見をヒアリ
ングするなどの調査を進めてきました。
　同請願は、12月議会の本会議で採決する見通しであり、可決
されれば「東海第二の再稼働を求める意見書」を国に提出する
こととなります。

　本村では、令和２年度に「けやきの杜保育所」を開設し、保育
の受け皿の拡充を進めてきました。しかし、その後も保育ニーズ
は高い状態で推移し続け、令和５年９月時点で保育所に入れず入
所待ちとなっている児童が84名、そのうち全体の7割以上が0～
2歳児となっています。
　今後の新たな保育の受け皿確保に向けた具体的な協議を進めて
いくにあたり、現時点において何らかの対応策を講じる必要性が
あることから、令和５年度末で閉園となる須和間幼稚園を改修し、

「東海村緊急保育室」として整備するための補正予算を全会一致
で可決しました。

「待ったなし」の待機児童対策

村長の議会答弁について、翌日の
朝刊各紙で大きく取り上げられました。


